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日本伝統 舞踊 の ア シ(足 ・脚)の 表現

吉 川 周 平

1. あし(足 ・脚)の 表現

人間の身体の一部の, あ し(足 ・脚, 以下この

二つをアシと表す)の 表現とは, 『広辞苑』第四版

によると, 「足首から下の部分」 と 「胴から下に分

れて, か らだを支え, また歩 くのに使 う部分」の

「表情」や 「動作」などであ り, それによって, 

「心的状態 ・過程または性格 ・志向 ・意味など総

じて精神的 ・主体的なものを, 外面的 ・感性的形

象 として表すこと」としてよいであろう注1。

2. アシの造形的表現 と動作による表現

つまり, 肉体の一部のアシの造形的な表現 と, 

アシの動作による表現 とである。 このアシの動作

には, 身体を動かそうとする意志を持って行 う動

作と, 無意識のうちに, 他動的に動かされてしま

う動作とがあ り, この両者 をウゴキと表す ことに

するが, 前者の 「行為」は 「振 り付け」 として固

定すれば, 再演性 を持たせることができる。 しか

し, 後者のフルエのようなウゴキは, 個人的レベ

ルのもので, 一回性のものである。

3. 詞章とアシの表現

ところで, 日本の伝統舞踊は言葉を伴うものが

多いが, 『風姿花伝』の 「文字に当たる風情」の項
で, 世阿弥は詞章の文字 に当てるウゴキの表現

は, 「身, 手, 足」の順に使 うことだとして, アシ

を第三位に置いている注2。

4. アシのウゴキの重要性

しか し, 日本伝統舞踊の動作の三要素の(1)マ

イ, (2)オドリ, (3)ブリのうち, (3)は 「身と手」 を

主体 としたものだが, (1)と(2)はアシを主体 とする

もので, 舞踊の表現としては, アシこそ第二に重

要なものである。たとえば, 岩田慶治は 『アジア

の宇宙観』の 「コスモスの探究-そ の本質と表

現」で, 「身体その ものの中に宇宙の原型 があ

る」と述べ, 手と足が, 人間と宇宙の接点だが, 

アシは手と異なる位置にあり, 「大地で支えられ, 

大地が足 を右 ・左 とすすめ前進させている」 と述
べている注3。とにかく, アシは身体を支え, 移動

させる機能を持っているし, 舞踊の場合, 足のウ

ゴキは手 と異なり, 変化 しにくく, 後に述べるよ

うに, 舞踊の構造と様式とを決定するものでもあ

り, 第一義的に重要なものなのである注4。

5.葱 依型の舞踊の基本的な構造

日本の伝統舞踊は, 「日本舞踊の理論 舞踊

の要素, 構造, 動作の分析注5」 で述べたよう

に, (1)愚依型 と, (2)非愚依型の二種に分けて考察

するのがよい。愚依型の舞踊の基本構造は, 女性

のシャーマ ンであるユタの神まつ りにみられる神

懸 りの動作 による舞踊の, (a)座る, (b)立ちあが

る, (c)座る, の三段構造に基づ くものだが, アシ

のウゴキなしには, 成立 しえないことは明らかだ。

もちろん, 愚依型の舞踊 とは, 神懸 りのウゴキ

と, その模倣のウゴキによるもので, 座 して行 う

のが基本の日本の神まつ りにおいて, 言葉や音楽

によって動機づけられ, じっとしていられなく

なって, 身体の一部分から動 き出さされた者の, 

立ちあがって行 うウゴキが, 「舞踊」 とみなされ

ているのである。

6. 役によるウゴキの相違

したがって, この種の舞踊で, もう一つ重要な

のは, 愚依 した神霊, あるいは人格のあらわれと

しての表現で, 役にな りきりそれらしく見えるウ

ゴキをすることである。能の舞事の舞は, 基本的

には抽象的なウゴキで組みたてられてお り, 汎用

性のあるウゴキで組みたてられたものだが, 一同類
の舞踊を何回も退屈せずに見ていられるのは, い

かにもその役になりきったウゴキであり, 二度と

同じものはできないものとして, 示されるからな

のだ。

7. 舞 と踊 りの語源とその核動作

日本の舞踊は, 伝統的に舞か踊 りのどちらかに

分けて扱われてきた。そ して, それぞれの舞踊の

種別を決定づける核になるウゴキを, 「マイ」 と

「オ ドリ」とすると, 舞は 「まふ」が語源で, 核

動作のマイは旋回動作 を基本とする。踊 りは通常

「をどりあがること」だと言われて, 跳躍がその

核動作と考えられているが, 「まひあがる」や 「を

どりお りる」 という語 もあるのだから, その語源

も語義も未詳とせねばなるまい。

とくに, 盆踊 りの多 くのように, 跳躍のウゴキ

を含まないものが多いことに注 目しておかねばな

らない。
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8. ボンアシ, ランプ, オスベリ

 跳躍 しない盆踊 りの核動作である, ボンアシを

尺度 として, オ ドりの核動作を考えると, 次のよ

うに考えられよう。すなわち, ボンアシは, 日常

動作の交互に足を動かす歩行の動作 と異なるオ ド

りの動作として, 左 ・左, 右.右 と同 じ足を二回

ずつ動かす ものだが, その源流の核動作 として

は, 固定 した一つのランプ(乱舞)と本田安次が考

える, 同 じ足を二度ずつ動かすフミカエアシによ

る跳躍の動作があったと推測される。そして, 跳

躍 しない踊 りを代表す る, 歌舞伎舞踊 において

は, 同じ足 を二回ずつ動かすオスベ リが, 盆踊 り

におけるボンアシに対応 しているので, 核動作 と

考えてよい。 ところで, オスベリはボンアシ以上

に, 本来垂直運動であったオ ドりのウゴキの水平

化を進めて, 本来から水平動作であった, マイの

ウゴキと融合できるようになり, 歌舞伎舞踊の表

現に巾を持たせる所作事 に必要な, 舞踊の様式を

変化させることに成功 したと考えられる注6。

9. アシと手のウゴキの関係

また, アシと手のウゴキの関係 を検討すると,

ランプは上下動で, 長時聞続けると非常にエネル

ギーを消費 しなければならず, 手の動作はアシに

従属するような性質が強かったのではないかと考

えられる。 しか しボンアシになると, 同 じ動作 を

連続 して行うだけのランプのアシの動 きとは異な

り, 多 くの盆踊 りに見 られるように, その動作は

本来の運動性 を失 って, オ ドりの動作 を表現す

る, 一種の記号となってしまい, 絶えず繰 りかえ

して行う必要はなくなる。そこで上下動に使 うエ

ネルギーが減少 して, 手は独立 した動作をするこ

とが可能となるが, まだ抽象的な動作がほとんど

である。しか し, オスベリでは記号性 と手の動作

の独立性が一段 と進み, 手は手紙を書 くというよ

うな, 文字 に当てた意味のある動作をするように

なり, 近世の芸術舞踊はどんどんと詞章の意味や

筋の展開に重点を置いたものとなって, 舞踊の核

動作 としての必要性が感 じられな くなった, オス
ベリの使用は極端に少な くしたどころか, 全 く見

られない曲も多い という状態になっている。

10, ウゴキのフレーズの数

ボンアシを尺度とすると, 以上のようなことの

ほかに, 一曲で用いられるアシの動作のフレーズ

の数は, 盆踊 りは一種類だけで, 風流踊 りは三種

類程度である。 しかし, 小河内の鹿島踊 りや綾子

舞のように, 初期のかぶき踊 りと考えられている

ものでは, フレーズの数は非常 に多 くなってお

り, 同じ動作のフレーズは繰 りかえさない, とい

うような意識で組み立てられた舞踊になっている

こ とが わか る の で あ る注7。

11, む す び

以 上 の よ う にみ て くる と, 日本 の伝 統 舞踊 の, 

ウ ゴキ の 分 析 に は, 能 や 歌 舞 伎 の よ うな, 職 業 的

な 芸 能 者 に よ って, 複 雑 化 した芸 術 舞 踊 を分 析 す

る 前 に, 盆 踊 りの よ う な単 純 な もの で組 み た て ら

れ て い る, 民 俗 舞 踊 の 技 法 を分 析 す る こ との必 要

性 が 理 解 され よ う。
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